
　
１１
月
１４
日
は
世
界
糖
尿
病

デ
ー
で
す
。
こ
の
日
を
中
心
に

世
界
各
地
で
は
、
糖
尿
病
の
予

防
や
治
療
継
続
の
重
要
性
に
つ

い
て
周
知
す
る
重
要
な
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。
市
立
恵
那
病

院
は
、
こ
の
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
賛
同
し
、
糖
尿
病
に
関
す

る
検
査
や
相
談
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
ど
も
園
の
園

児
３
０
０
人
が
、
糖
尿
病

予
防
啓
発
カ
ラ
ー
の
「
青
」

を
基
調
と
し
て
描
い
た
絵

の
展
示
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
１４
日
㈫
午

前
９
時
～
正
午

□
と
こ
ろ
　
市
立
恵
那
病

院□
内
容
　
❶
日
常
生
活
相

談
❷
薬
相
談
❸
血
糖
や
体

組
成
な
ど
の
測
定
❹
食
事

に
関
す
る
試
食
や
イ
ベ
ン

ト
❺
運
動
に
関
す
る
実
演

や
イ
ベ
ン
ト

※
❶
～
❺
を
行
う
と
糖
尿
病
に

関
す
る
景
品
と
交
換

□
料
金
　
無
料

□
そ
の
他
　
園
児
が
描
い
た
絵

の
展
示
　
▽
展
示
期
間
＝
１１
月

１４
日
㈫
～
２０
日
㈪
　
▽
展
示
場

所
＝
市
立
恵
那
病
院
１
階
ホ
ー

ル問
　
市
立
恵
那
病
院
医
事
課
志

２
６
―
２
１
２
１

市
立
恵
那
病
院
で

世
界
糖
尿
病
デ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　
多
治
見
病
院
で
は
、
健
康
づ
く

り
講
座
を
２
回
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
▽
１
回
目
＝
１１
月
１６
日

㈭
　
▽
２
回
目
＝
１１
月
３０
日
㈭

※
１
回
目
、
２
回
目
と
も
に
開
催

時
間
は
午
後
２
時
半
～
４
時
で

す
。
受
け
付
け
開
始
は
午
後
２
時

１５
分

□
と
こ
ろ
　
▽
１
回
目
＝
岩
村
コ

ミ
セ
ン
　
▽
２
回
目
＝
市
民
会
館

□
料
金
　
無
料

□
テ
ー
マ
　
動
脈
硬
化
と
う
ま
く

付
き
合
っ
て
健
康
寿
命
を
延
ば
し

ま
し
ょ
う

□
講
師
　
日
比
野
剛
氏
（
県
立
多

治
見
病
院
循
環
器
内
科
総
括
部

長
）

問
　
県
立
多
治
見
病
院
医
療
連
携

相
談
課
志
０
５
７
２
―
２
２
―

５
３
１
１
（
内
線
２
４
８
５
）

　
成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
や

知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
な
ど

で
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方

が
、
不
利
益
を
受
け
な
い
よ
う
に

家
庭
裁
判
所
に
申
し
立
て
を
行

い
、
そ
の
方
を
支
援
す
る
人
（
後

見
人
な
ど
）を
付
け
る
制
度
で
す
。

　
専
門
の
相
談
員
が
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
２４
日
㈮
午
後
２
時

～
３
時

□
と
こ
ろ 

　
市
役
所
西
庁
舎
１

階
相
談
室

□
相
談
員 

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
濃

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
中
津
川
・
恵

那
事
務
所
相
談
員

□
そ
の
他
　
事
前
に
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

申
・
問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
内
線
１
６
９
）

　
引
き
こ
も
り
に
悩
む
方
や
そ
の

家
族
を
対
象
に
、
県
精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
精
神
科
医
師
や
相
談

員
に
よ
る
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

□
と
き
　
１１
月
２９
日
㈬
午
後
１
時

～
３
時
半

□
と
こ
ろ
　
中
津
川
市
健
康
福
祉

会
館

□
対
象
　
引
き
こ
も
り
が
ち
（
お

お
む
ね
６
カ
月
以
上
自
宅
に
引
き

こ
も
っ
て
社
会
参
加
を
し
な
い
状

態
が
持
続
し
て
い
る
）
の
方
や
そ

の
家
族

□
定
員
　
４
人
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
方
法
　
１０
日
前
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
む
。

申
・
問
　
恵
那
保
健
所
志
２
６
―

１
１
１
１
（
内
線
２
５
９
）

　
認
知
症
と
診
断
を
受
け
た
後
も

い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
る
本
人

や
家
族
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
葛
藤

や
現
在
の
生
活
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。

　
認
知
症
と
と
も
に
、
前
向
き
に

生
き
て
い
く
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
１１
日
㈯
正
午
～
午

後
４
時
　

□
と
こ
ろ
　
中
野
方
コ
ミ
セ
ン

□
対
象
　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家

族
、
地
域
の
方
、
認
知
症
に
関
心

の
あ
る
方
な
ど
ど
な
た
で
も
。

□
料
金
　
無
料

□
講
師
　
曾
根
勝
一
道
さ
ん
、
曾

根
勝
重
美
さ
ん
、伊
藤
広
美
さ
ん
、

下
薗
誠
さ
ん
（
若
年
認
知
症
の
人

と
家
族
と
地
域
の
支
え
合
い
の
会

希
望
の
灯
り
）・
竹
内
裕
さ
ん
（
た

ぬ
き
倶
楽
部
代
表
）

□
そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

申
・
問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　
温
か
み
の
あ
る
陶
器
の
表
札
を

作
り
ま
せ
ん
か
。

　
自
由
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
、
自
分

だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
表
札
が
で
き

ま
す
。
初
心
者
の
方
で
も
簡
単
に

作
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
参
加
く

だ
さ
い
。

□
と
き
　
１２
月
３
日
㈰
❶
午
前
１０

時
～
正
午
❷
午
後
１
時
半
～
３
時

半□
と
こ
ろ
　
山
岡
陶
業
文
化
セ
ン

タ
ー

□
定
員
　
各
１５
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
１
５
０
０
円

□
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル

□
申
込
期
限
　
１２
月
２
日
㈯

□
作
品
の
引
き
渡
し
　
１
月
下
旬

申
・
問
　
山
岡
陶
業
文
化
セ
ン

タ
ー
志
５
６
―
４
５
６
７
（
木
曜

日
休
館
）

□
と
き
　
１１
月
１９
日
㈰
午
前
９
時

□
と
こ
ろ
　
ま
き
が
ね
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

□
対
象
　
市
内
か
中
津
川
市
在

住
・
在
勤
者
・
在
学
の
高
校
生
以

上
の
方
、
市
内
の
中
学
３
年
生
、

市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
推
薦
の
中

学
生
ペ
ア

□
部
門
　
一
般
男
子
の
部
、
一
般

女
子
の
部
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
男
子
の

部
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
女
子
の
部

※
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
部
は
次
の
い
ず

れ
か
を
満
た
す
人
❶
公
式
戦
に
出

て
い
な
い
❷
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連

盟
推
薦
の
中
学
一
年
生
ペ
ア
❸
ペ

ア
の
年
齢
の
合
計
が
８０
歳
以
上

□
料
金
　
２
０
０
０
円
／
ペ
ア

（
高
校
生
以
下
１
０
０
０
円
／
ペ

ア
）

□
申
込
期
限
　
１１
月
１０
日
㈮

申
・
問
　
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

（
宮
地
）
志
０
９
０
―
１
７
８
９

―
１
８
９
１

　
１１
月
１１
日
㈯
か
ら
１７
日
㈮
は
税

を
考
え
る
週
間
で
す
。

　
市
役
所
本
庁
舎
ロ
ビ
ー
で
は
、

税
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
と
小
学

５
、６
年
生
に
よ
る
習
字
の
展
示

を
行
い
ま
す
。
市
共
同
福
祉
会
館

で
は
、
税
に
つ
い
て
の
作
品
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
す
。
気
軽
に
来
場

く
だ
さ
い
。

問
　
税
務
課
（
内
線
１
３
０
）

税
に
関
す
る
パ
ネ
ル
と
小

学
生
の
習
字
を
展
示

行事 とき ところ

税に関するパネル

と小学５・６年生の

習字展示

１１月１４日㈫～
２１日㈫

午前８時半～ 
午後５時１５分

市役所
本庁舎
ロビー

税の作品表彰式
１２月３日㈰

午後２時～３時
市共同

福祉会館

健
康
づ
く
り
講
座
を
開
催

タ
ー
（
内
線
１
７
２
）

　
市
立
恵
那
病
院
の
眼
科
外
来
診
療

は
、
こ
れ
ま
で
月
、
火
、
金
曜
日
の

週
３
日
で
午
前
中
の
診
療
で
し
た

が
、
常
勤
医
師
の
赴
任
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

□
診
察
時
間
　
月
曜
日
～
金
曜
日

（
年
末
年
始
、
祝
日
を
除
く
） 

午

前
９
時
～
正
午

□
受
付
時
間
　
午
前
８
時
半
～
午

前
１１
時
半

□
医
師
　
市
田
美
夕
医
師

問
　
市
立
恵
那
病
院
医
事
課
志
２

６
―
２
１
２
１

　
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

時
に
備
え
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
た

情
報
伝
達
訓
練
が
全
国
で
一
斉
に

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
国
か
ら
送
信
さ
れ
た
緊
急
情
報

を
市
町
村
が
正
し
く
受
信
し
、
瞬

時
に
放
送
す
る
た
め
に
行
う
訓
練

で
す
。
防
災
行
政
無
線
の
屋
外
拡

声
子
局
と
各
世
帯
に
備
え
付
け
て

あ
る
音
声
告
知
器
で
放
送
が
流
れ

ま
す
。
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
１４
㈫
午
前
１１
時
ご

ろ□
放
送
内
容

❶
チ
ャ
イ
ム

❷
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

ス
ト
で
す
」
を
３
回
繰
り
返
し
放

送❸
「
こ
ち
ら
は
広
報
え
な
で
す
」

❹
チ
ャ
イ
ム

問
　
危
機
管
理
課（
内
線
３
５
４
）

　
大
田
２
地
区
の
地
籍
調
査
が
終

了
し
、
登
記
が
完
了
し
ま
し
た
。

市
内
の
地
籍
調
査
登
記
完
了
面
積

は
１
７
７
・
３２
平
方
㌔
㍍
と
な
り
、

完
了
率
は
３９
・
１７
㌫
と
な
り
ま
し

た
。

□
調
査
地
区
　
▽
大
田
２
地
区
＝

明
智
町
大
田
（
山
脇
、
小
平
沢
、

水
神
ノ
木
、
新
地
、
井
ノ
下
、
丸

川
、
薮
下
、
カ
イ
ツ
ケ
、
鈴
ヶ
口
、

松
平
）

□
調
査
面
積
　
１
・
１９
平
方
㌔
㍍

□
調
査
後
筆
数
　
１
０
４
３
筆

□
登
記
完
了
日
　
９
月
２９
日

□
そ
の
他
　
境
界
杭
や
基
準
杭
は

大
切
に
保
全
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
建
設
課
（
内
線
１
１
１
）

市
立
恵
那
病
院
の
眼
科
診

療
体
制
が
変
更

大
田
２
地
区
の
地
籍
調
査
事

業
が
登
記
完
了

防
災
行
政
無
線
の
情
報
伝

達
訓
練
を
実
施

表
札
作
り
教
室
の
参
加
者

募
集

第
３０
回
み
の
じ
杯
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
の
参
加
者

案
内

認
知
症
を
考
え
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催

成
年
後
見
制
度
の
巡
回
相

談
を
開
催

引
き
こ
も
り
に
関
す
る
相
談

会
を
開
催

▲温かみのあるオリジナルの表札

▲世界糖尿病デーの青い丸をモチーフにしたロゴ
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山
本
昌
さ
ん
は
元
中
日
ド
ラ
ゴ

ン
ズ
投
手
で
、
１
９
８
４
年
に
入

団
し
て
以
来
、
５０
歳
ま
で
の
３２
年

間
、
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
一
筋
で
活

躍
し
ま
し
た
。
引
退
後
は
野
球
解

説
者
や
ス
ポ
ー
ツ
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
ラ
ジ

コ
ン
愛
好
家
な
ど
多
彩
な
分
野
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
チ
ケ
ッ
ト
は
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
好
評
発
売
中
で
す
。

□
と
き
　
１２
月
５
日
㈫
午
後
６
時

半
（
開
場
午
後
６
時
）

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
料
金
　
５
０
０
円（
全
席
自
由
・

当
日
同
額
）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
不
可

問
　
市
文
化
振
興
会
志
２
６
―
３

５
２
４

　　
音
楽
大
学
卒
業
の
メ
ン
バ
ー
の

み
で
編
成
さ
れ
た
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
。
男
声
と
女
声
、
混
声
と

あ
り
、
各
地
で
コ
ン
サ
ー
ト
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
３２
年
に
当
地
方
で
撮
影
ロ

ケ
さ
れ
た
映
画
青
い
山
脈
の
主
題

歌
『
青
い
山
脈
』
を
は
じ
め
、
思

い
出
の
名
曲
の
数
々
を
熱
唱
し
ま

す
。
す
ば
ら
し
い
歌
声
を
ぜ
ひ

ホ
ー
ル
で
聴
い
て
く
だ
さ
い
。

　
チ
ケ
ッ
ト
は
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
で
好
評
発
売
中
で
す
。

□
と
き
　
１１
月
２６
日
㈰
午
後
２
時

（
開
場
は
午
後
１
時
半
）

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
料
金
　
５
０
０
０
円
（
全
席
指

定
・
当
日
同
額
）　

問
　
市
文
化
振
興
会
志
２
６
―
３

５
２
４

　
県
内
に
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る

獅
子
芝
居
を
公
開
し
、
そ
の
魅
力

を
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
毎

年
各
地
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
市

内
か
ら
は
３
団
体
が
出
演
し
ま

す
。

□
と
き
　
１１
月
１９
日
㈰
午
前
１０
時

□
と
こ
ろ
　
上
矢
作
コ
ミ
セ
ン

□
料
金
　
無
料

□
演
目
と
出
演
団
体
　
❶
『
関
取

千
両
幟
　
稲
川
内
の
段
』
白
山
比

咩
神
社
獅
子
舞
保
存
会（
山
岡
町
）

❷
『
葛
の
葉
姫
の
子
別
れ
』
岩
村

町
獅
子
舞
保
存
会
（
岩
村
町
）
❸

『
朝
顔
日
記
　
川
之
場
』
加
子
母

獅
子
芝
居
保
存
会
（
中
津
川
市
）

❹
『
傾
城
阿
波
の
鳴
門
　
巡
礼
唄

の
段
』
岐
南
町
伏
屋
獅
子
舞
保
存

会
（
岐
南
町
）
❺
『
か
け
上
げ
』

『
ま
む
し
取
り
』『
金
蔵
獅
子
』
津

島
神
社
金
蔵
獅
子
保
存
会
（
下
呂

市
）
❻
『
忠
臣
蔵
七
段
目
　
一
力

茶
屋
の
場
』
横
道
獅
子
舞
保
存
会

（
上
矢
作
町
）

□
そ
の
他
　
五
平
餅
、
豚
汁
な
ど

の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

問
　
生
涯
学
習
課（
内
線
４
７
２
）

　
双
子
姉
妹
の
ユ
ニ
ッ
ト
が
、
ア

ニ
メ
「
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ

ン
」
の
主
題
歌
や
挿
入
歌
な
ど
を

歌
い
ま
す
。
心
温
ま
る
ハ
ー
モ

ニ
ー
で
、
数
々
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

と
も
共
演
し
、
そ
の
ス
テ
ー
ジ
ン

グ
か
ら
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
界
に
お
い
て
、
日
本
屈
指
の
歌

手
と
評
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
チ
ケ
ッ
ト
は
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
や
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
好
評

発
売
中
で
す
。

□
と
き
　
１２
月
９
日
㈯
午
後
２
時

（
開
場
は
午
後
１
時
半
）

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
料
金
　
１
０
０
０
円
（
全
席
指

定
・
当
日
同
額
）

※
３
歳
以
上
は
有
料
。
３
歳
未
満

は
膝
上
鑑
賞
で
無
料

問
　
市
文
化
振
興
会
志
２
６
―
３

５
２
４

　
恵
那
南
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
と

ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
部
、
恵
那
高

等
学
校
音
楽
部
、
恵
那
農
業
高
等

学
校
合
唱
部
に
よ
る
音
楽
交
流
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
高
校
生
の
演
奏
や
合
唱
、
世
界

的
に
有
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
演

奏
を
ぜ
ひ
ホ
ー
ル
で
お
聴
き
下
さ

い
。

□
と
き
　
１１
月
２３
日
㈭
㈷
午
後
１

時
半
（
開
場
は
午
後
１
時
）

□
と
こ
ろ
　
明
智
か
え
で
ホ
ー
ル

□
料
金
　
無
料

□
内
容
　
▽
第
１
部
＝
市
内
に
あ

る
高
等
学
校
の
音
楽
系
ク
ラ
ブ
の

発
表
　
▽
第
２
部
＝
「
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
・
ク
ラ
ッ
シ
カ
・
ト
リ
オ
」

と
「
ソ
リ
ス
ト
上
江
隼
人
」
が
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
コ
ン
サ
ー

ト
　

問
　
学
校
教
育
課（
内
線
４
５
３
）

フ
ォ
レ
ス
タ
コ
ン
サ
ー
ト

ｉｎ
恵
那
を
開
催

県
獅
子
芝
居
公
演
を
開
催

中
高
生
の
た
め
の
音
楽
の

集
い
を
開
催

１１月は児童虐待防止推進月間

　全国的に児童虐待に関する相談件数は
依然として増加しており、特に子どもの
生命が奪われるなど重大な事件も後を絶
たない状況です。児童虐待問題は社会全
体で解決すべき重要な課題となっていま
す。
  こうした状況を踏まえ、国は、11 月
を「児童虐待防止推進月間」と位置付け、
集中的な広報、啓発活動を実施していま
す。

児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。

あなたの１本の電話で救われる子どもがいます。

子どもについて

・いつも子どもの泣き叫ぶ声や保護者の
  怒鳴り声がする
・不自然な傷や打撲の痕がある
・衣類や体がいつも汚れている
・落ち着きがなく乱暴である
・表情が乏しく、活気が無い
・夜遅くまで一人で遊んでいる

子どもや保護者のこんなサインを見落としていませんか？

問　子育て支援課（内線２６８）

保護者について

・地域などと交流が少なく孤立している
・小さい子どもを家に置いたまま外出し
  ている
・子どもの養育に関して拒否的、無関心
  である
・子どものけがについて不自然な説明を
  する

連絡は匿名で行うことも可能です。
連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。
お住まいの地域の児童相談所につながります。
※一部のＩＰ電話からはつながりません
※通話料金がかかります

▲児童虐待防止の啓発ポスター

案
内

山
本
昌
講
演
会

　
　
―
継
続
す
る
心
―

ド
リ
ー
ミ
ン
グ

　
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

▶
楽
し
い
歌
が
聴
け
る
コ
ン
サ
ー
ト

▲講演者の山本昌さん

▲上矢作町に伝わる獅子芝居
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農
作
物
に
被
害
を
及
ぼ
す
ア
ラ

イ
グ
マ
や
ヌ
ー
ト
リ
ア
の
捕
獲
に

は
、
市
で
講
習
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
適
正
か
つ
安
全
な
捕

獲
を
行
う
た
め
に
は
市
の
講
習
を

受
け
、
捕
獲
許
可
の
申
請
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

□
受
け
付
け
　
随
時

□
内
容
　
捕
獲
方
法
や
野
生
動
物

の
扱
い
方
、
感
染
症
に
関
す
る
知

識問
　
林
政
課
（
内
線
３
６
３
）

　
狩
猟
が
解
禁
さ
れ
ま
す
。
山
林

へ
入
る
場
合
は
、
な
る
べ
く
目
立

つ
服
装
で
獣
に
間
違
わ
れ
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
狩
猟

免
許
の
無
い
方
が
狩
猟
を
す
る
こ

と
は
、
法
律
に
よ
り
禁
止
さ
れ
、

罰
せ
ら
れ
ま
す
。
狩
猟
免
許
を
取

得
し
た
だ
け
で
は
狩
猟
は
で
き
ま

せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
県
に
申
請
を

し
て
、
狩
猟
者
と
し
て
登
録
さ
れ

て
か
ら
狩
猟
が
で
き
ま
す
。

□
狩
猟
期
間
　
１１
月
１５
日
㈬
～
平

成
３０
年
２
月
１５
日
㈭

※
イ
ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
条

件
付
き
狩
猟
期
間
は
１１
月
１
日
㈬

～
平
成
３０
年
３
月
１５
日
㈭

問
　
林
政
課
（
内
線
３
６
３
）

　
野
生
鳥
獣
個
体
数
調
整
の
担
い

手
で
あ
る
狩
猟
者
と
な
る
た
め
の

狩
猟
免
許
試
験
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
１２
月
１３
日
㈬
午
前
９
時

半
～
午
後
５
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
総
合
庁
舎

□
免
許
種
類
　
わ
な
猟
免
許

□
料
金
　
▽
新
規
＝
５
２
０
０
円

▽
一
部
免
除
者
＝
３
９
０
０
円

※
収
入
証
紙
で
受
け
付
け

□
内
容
　
知
識
試
験
、筆
記
試
験
、

技
能
試
験

□
申
込
期
間
　
１１
月
１５
日
㈬
～
２９

日
㈬

□
申
し
込
み
方
法
　
直
接
か
郵
送

で
申
し
込
む
。

□
そ
の
他
　
申
込
書
は
市
役
所
林

政
課
（
西
庁
舎
３
階
）
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

問

申
・

　
〒
５
０
９
―
７
２
０
３

恵
那
市
長
島
町
正
家
後
田
１
０
６

７
―
７
１
恵
那
県
事
務
所
環
境
課

志
２
６
―
１
１
１
１
（
内
線
２
１

６
）

　
過
去
に
林
業
の
仕
事
を
し
て
い

て
、
林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林

退
共
）
に
加
入
し
て
い
た
が
、
退

職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い

方
を
探
し
て
い
ま
す
。
自
身
が
林

退
共
へ
加
入
し
て
い
た
か
分
か
ら

な
い
方
は
、
気
軽
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
林
退
共
加
入
者
で
罹り

災さ
い

し
た
共
済
契
約
者
お
よ
び
被
共
済

者
に
対
し
、
共
済
手
帳
の
紛
失
、

退
職
金
の
請
求
な
ど
の
各
種
手
続

き
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http:

//w
w

w
.rintaikyo.taisyoku

kin.go.jp/

）で
も
案
内
し
て
い

ま
す
。

問
　
独
立
行
政
法
人
勤
労
退
職
金

共
済
機
構
林
業
退
職
金
共
済
事
業

本
部
志
０
３
―
６
７
３
１
―
２
８

８
７

　１１月９日㈭から１５日㈬までの１週間、全国一斉に秋の火災予防運動が実施されます。今年度の防
火標語は『火の用心　ことばを形に　習慣に』です。寒さが日に日に増し、冬に近づくこの時季は空気
が非常に乾燥し、風も強く一度火災が発生すると大火災になる恐れがあります。特に市内では、家の周
囲や田畑の、刈草や枝葉の焼却から火災に至る事例が多く発生しています。これらの焼却をする場合は、
消火の準備を行い、風が無いことを確認してから実施してください。

全国一斉秋の火災予防運動を実施

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　恵那消防署志２６‐０１１９、岩村消防署志４３‐０１１９、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明智消防署志５５‐０１１９、上矢作分署志４７‐０１１９

住宅防火　命を守る７つのポイント　～３つの習慣・４つの対策～

■３つの習慣　❶寝たばこは、絶対やめる。❷ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　　　　　　　❸ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
■４つの対策　❶逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置。❷寝具、衣類及びカーテンからの
　　　　　　　火災を防ぐために、防炎品を使用する。❸火災を小さいうちに消すために、住宅用消火
　　　　　　　器などを設置する。❹お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制を
　　　　　　　つくる。

害
獣
を
捕
獲
す
る
前
に
必

ず
講
習
と
申
請
を

案
内

狩
猟
期
間
の
入
山
に
は
注

意
を

狩
猟
免
許
試
験
を
開
催

林
退
共
制
度
で
退
職
金
を

受
け
取
り
ま
し
た
か

▲目立つ服装
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